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１．はじめに 
  
 合意形成時に要求される性能は多岐多様で，千差万

別である．要求性能は対象とする事業種別や，事業段

階，構造物の種類，地域特性などによって異なるため

に，これまでは整理さえされてこなかった．したがっ

て，多様な要求性能を満足する設計例を提示すること

は難しく，合意形成時に代替案を即時提示することは

できなかったのが現状である．現在，社会資本整備を

住民参加型で進めることは全世界で行われている．日

本では，河川法や自然再生法などで住民が事業に参加

できる枠組は作られたが，プロセスを明確化していな

い，実務レベルでの手法論が不十分であるなどの問題

点があり，具体的な取り組みはまだこれからという状

況である．住民参加型の事業は増加傾向にあり，前述

の問題点を緊急に解決することが望まれる． 

 一方，ライフサイクル情報の蓄積と運用および再利

用法としてプロダクトモデルのニーズが高まっている．

プロダクトモデル（Product Model）とは，JIS B3401
に定められる CAD 用語で「製品を製造するために必

要な，形状，機能及びそのほかのデータによって，そ

の製品をコンピュータ内部に表現したモデル」と定義

されている．IFC-BRIDGE の取り組みなどに代表され

るように，プロダクトモデルの基本は形状モデルとい

うことであり，計画，設計，解析，CAD，施工などに

はよく利用される．しかし，維持管理や合意形成など

の段階ではプロダクトモデルとは別の感性のようなデ

ータが必要になる．そこで，合意形成でよく用いられ

る感性は製品を建造またはリニューアルするために必

要な機能データとしてとらえることで，感性データは

プロダクトモデルの機能情報として定義できる．この

感性データはリニューアルや形状変更などの長期のラ
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イフサイクル期間で発生する幾多の維持管理あるいは

リニューアルの中で使用する情報としても利用できる

し，その応用範囲は広い．このように，人々の要求性

能は時代とともに変化し，多様化していくが，要求性

能のプロダクトモデルはまだ存在しない． 
 本研究では，合意形成や維持管理などで利用できる

感性に関する要求性能を感性プロダクトモデルとして

構築することを試みる．その際，国際標準を目指す IFC
を拡張することにより開発された，橋梁全般を対象と

するプロダクトモデルである IFC-BRIDGE に準拠する

形での実装を試みた．構築した感性プロダクトモデル

を維持管理段階でのリニューアル事業でどのように使

うのかを示し，合意形成段階でのデータ利用がスムー

ズに行うことができることの確認を目指す． 
 維持管理やリニューアルなど，供用期間中に発生す

る事業でも合意形成は行わなければならないが，利用

者の要求性能をプロダクトデータとして利用できてこ

そ，計画・設計から維持管理までのライフサイクルを

サポートできるプロダクトデータの完成に近づくと予

想される．利用者が要求する性能には形状，色彩，調

和性，シンボル性など様々なものがあり，学生や技術

者，発注者，主婦，団体関係者など様々な立場の関係

者が存在する．これら様々な関係者が持つ複数の要求

性能は多岐にわたる．このような多様な性能を取り込

んだ感性プロダクトモデルの構築が実現したとき，こ

れまでできなかった住民参加による合意形成が可能と

なる．しかし，これら多様な性能を収集することは時

間もかかるし，容易ではない．しかも，これら要求性

能は社会経済状況の変化や個人の価値観の多様化など

から時間とともに変化するため，継続した性能の把握

が必要となる． 
  
２．本研究の考え方 

 
（１）合意形成と性能に関する従来の研究概要 
 合意形成の手法としては VRML や GIS，VR などを

用いた景観シミュレーションが多く報告されている 1)

～4)．また，合意形成時におけるデザイン要素と感性と

の関係を把握するために自己組織化特徴マップ

（SOM）を用いて視覚的に表現したり 5)，合意形成に

必要となる代替案の作成を支援するシステムを構築し

た研究 6)～7)もある．同じく，住民の意見や嗜好を取り

入れて住民への景観案提示をスムーズに行うための意

志決定を支援するシステムを構築した研究もある 8)．

このように，合意形成の各段階で市民に対して，景観

シミュレーションや代替案，景観構成要素を一部変更

した場合の評価などを視覚的にみせるツールの開発が

行われている． 
 国の動きも急であった．これまで取り組みが遅れて

いた合意形成に対して，国がとった政策が 1999 年 1
月の「建設省：コミュニケーション型国土行政の創造

に向けて」9)である（図－１参照）．書き出しに，“社

会資本整備や地域づくりは、本来、国民と行政との協

働、共創作業である”とあるように，合意形成をかな

り意識したもので，その後，行政と国民とのやりとり

が積極的に行われるようになった． 
 一方，性能設計に関する取り組みは，1998 年頃から

本格的に始まった．土木，建築，鋼構造，コンクリー

ト構造，基礎構造など各技術標準間や国際技術標準と

の整合性について問題を指摘する声が多くなったこと

を受けて，土木・建築分野の設計に関する基本的な考

え方を示すものとして，2002 年 3 月に「土木・建築に

かかる設計の基本」10)が策定された．国土交通省が所

掌する設計に係わる技術標準については，この「土木・

建築にかかる設計の基本」の考え方に沿って、今後の

整備・改訂を進めることが国土交通省内で決定してい

る．この中で，“構造物の設計は，安全性，使用性，修

復性といった事項以外に，景観，自然環境に与える影

響，経済性等にも配慮した総合的なものであるが，こ

こでは，設計の基本で規定した安全性，使用性，修復

性等を考慮した「構造設計」に限定している．”とある

ように，景観は対象外となっている． 
 時を同じく 1999 年頃から性能設計に関する議論が

され始めた．2001年 4月に土木学会から刊行された「環

境負荷低減型土木構造物設計ガイドライン」11)は，図

－２に示すように，設計において要求機能や要求性能

を定義したもので，景観という機能に対して要求され

る性能を階層構造で示した初めてのものである．これ

まで，要求機能は経済性や安全性，使用性，施工性な

どしかなかったものが，環境要求性能として，環境負

荷と景観とが同レベルで定義されたことが大きい．こ

れにより，景観特性という機能と性能とが一つの設計

体系の元で検討されることになった． 
 

 
図－１ コミュニケーション型国土行政の創造に向けて

9) 
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（２）性能設計体系における景観性能 
 土木学会は，性能設計に基づく設計コードについて

報告書 12)をまとめており，その中で性能規定の導出に

目的および要求性能の上位規定を明示することを求め

ている（図－３の左）．その上で，自由設計の照査ア

プローチAとプリミティブな設計法である照査アプロ

ーチ B のいずれでも設計が可能としている．この性能

設計体系の特徴は，設計の出口である要求性能（目標

性能，性能規定，性能表現による要求水準）に対する

照査結果の信頼性を改めて評価するシステムが必要で

あるとしていることである 13)．この性能設計体系の土

木学会案に景観設計および景観性能がどのように対応

しているかを示したのが図－３である．香月は，文献

14)で照査結果を評価するシステムが重要であるが難

しいとしているが，景観設計において照査結果を評価

する方法は，市民や実際の利用者などに代替案を提示

して，例えば，アンケートなどによりデザインコンセ

プトに合致しているかどうかの確認を行う方法が一般

的であると思われる． 
 このように，合意形成での代替案を作成する際の重

要アイテムの把握や，要求性能を事前に確認したりす

るためには，様々な関係者ごとの要求性能をプロダク

トモデルとして定義しておけば合意形成もスムーズに

進行すると考えられる 
 図－３で示したのは，デザインコンセプトが確定し

てからのことで，構造各部詳細を決定していく段階の

対応である．もちろん，デザインコンセプトを設定す

る際にも，市民や住民，様々な関係者などと合意形成

を図り，目的や要求性能などを明らかにしていく必要

があると思われる． 
 
（３）プロダクトモデル 
 工業製品や構造物のライフサイクルにおいては，解

析，照査，設計，積算，CAD，施工管理，維持管理な

ど異なるシステム間でのデータの相互運用を可能とす

るために，３次元プロダクトモデルの研究開発が進め

られている．国際標準としては，ISO（International 
Organization for Standardization）の STEP（STandard for 
the Exchange of Product model data）14)があり，主に自動

車やプラント，船舶等の分野に関するデータ交換用ア

プリケーションプロトコル（AP）が規定されている．

建 築 分 野 で は IAI （ International Alliance for 
Interoperability）の IFC（Industry Foundation Classes）15)

が開発されつつある．橋梁では，IAI フランス支部が

IFC-BRIDGE 16)の開発を始めている．また，矢吹らは

プレストレストコンクリート（PC）橋梁を対象に IFC 
を拡張したプロダクトモデルの開発を行っている 17)，

18)．また，矢吹らは鋼橋のプロダクトモデルの検討を

行った 19)．さらに，矢吹らは鋼骨組構造を対象として

IFC を参考にプロダクトモデルを開発し，実装する研

究を実施している 20),21)．矢吹らの橋梁プロダクトモデ

ルは，フランスの IFC-BRIDGE と統合化され，新

IFC-BRIDGE となり，さらに，新 IFC-BRIDGE は IFC
の次期バージョンに含まれる予定である 22)． 
 
（４）本研究の位置づけと将来性 
 社会資本整備事業において，市民が主体的に参加し

ていくケースが増えている．行政は，計画プロセスの

透明性や説明責任などがこれまで以上に強く求められ，

情報提供や広く意見を聞くだけではなく，市民の総意

を生み出すプロセスや合意形成に対する姿勢が問われ

ている．これに対して，行政側も市民の意見を反映さ

せる仕組みづくりに取り組んでおり，この仕組みを十

目的 要求機能 要求性能

環境
負荷
低減
型土
木構
造物
の設
計

標準
要求
機能

経済性

安全性

使用性

施工性

環境
要求
機能

景観特性

地域環境負
荷低減性

地球環境負
荷低減性

周辺環
境との
調和

シンボ
ル性

自然環境と
の調和

・構造形状
・色彩構成
・材料、材質
・見映え

街並みとの
調和

洗練性

信頼感

固有性

土木学会「環境負荷低減型土木構造物設計ガイドライン」、平成１３年４月

 
図－２ 目的・機能・性能の評価項目の階層図 

 

評価（照査結果
の信頼性）

景観性能との対応

照査ア
プロー
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プロー
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要求性能
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性能記述の階層

デザインコンセプトを満
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デザインコンセプトから
展開された感性が妥当で
あること(美しい,調和の
とれた･･）

選定された感性とデザイ
ン要素との関連が示され
ていること

CGやVRなどによる景観シ
ミュレーション

アンケートなどにより，
デザインコンセプトに合
致しているかどうかの確
認性能設計体系の

土木学会案
 

図－３ 性能設計体系の土木学会案に対する景観性能の対応 
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分に機能させるための取組みが重要となる． 
 合意形成においては様々な意見を聞いて選択肢を広

げ，トレードオフや優先度を調整することになるが，

その議論のベースになるのが市民の景観に対する要求

性能である．市民が景観に対して求めている事項を共

通の要求性能として定義することで，議論における共

通の基盤ができる．そして，トレードオフや優先順位

付けの段階で参加者全体の公平さの維持あるいは特定

の参加主体の不利益になるケースの回避につながるか

らである． 
 このように，性能設計体系における景観の要求性能

を利用者の視点から考え，利用者の性能として定義す

るとき，共通の議論の基盤になるのが性能を記述した

データモデルである．単独で利用者の要求性能だけを

モデル化するだけでは足りない．合意形成を含む性能

設計という大きな枠組の中で考えると，構造物のプロ

ダクトモデルを拡張し，形状を表現する従来のプロダ

クトモデルに利用者の要求性能を感性データとして付

加することが望ましいといえる．今後，感性データを

収集していく上でもプロダクトモデルとして取り扱っ

た方がよいと考える．この理由は以下のとおりである．

利用者の要求性能を別途データモデルとして定義して

も良いが，ライフタイムの長い維持管理期間ではリニ

ューアルや設計に際して諸元や形状データも同時に必

要となる．形状データと性能データとを別々にデータ

モデル化するよりも形状を表現するためのデータモデ

ルは既に IFC-BRIDGE などのプロダクトモデルとして

開発されてきており，IFC-BRIDGE などに利用者性能

を属性として付加方が一元管理が可能となり，利便性

が向上すると考えられるためである． 
 市民あるいは複数の参加主体がもっている景観に対

する要求性能を定義し，プロダクトモデルとして定義

し，合意形成を図るという研究はこれまでにない．景

観性能という観点から感性プロダクトモデルを構築し，

合意形成を図る方法が確立できれば，設計やリニュー

アル，維持管理にも反映可能で，その成果が大いに期

待できる． 
 
３． プロダクトモデルの拡張 
 
 社団法人日本機械工業連合会と財団法人エンジニア

リング振興協会の「CAE/PMS 統合化に関する調査研

究」23)によると，プロダクトモデルは，「製品を製造

するために必要な，形状，機能およびその他のデータ

によって，その製品をコンピュータ内部に実現したモ

デル」と定義されている．すなわち，すべての工業製

品をコンピュータ中に表現したもので，通常は製品の

形状モデルが代表的である．また，プロダクトモデル

としては，形状に関する情報だけでなく，部品であれ

ばねじ穴やリブなどのフィーチャ情報の他に，材質や

交差，加工方法，購入先，価格などの情報までも表現

するとある．このようなプロダクトモデルの標準化は

STEP などにより進められている．製品によっては形

状モデルよりも論理モデルやプロセスモデルが重要に

なることも多い．さらに，プロダクトモデルを論じる

場合，作成されたモデルを何に使用するかが重要であ

る．意匠を評価したり，組立手順を評価したり，構造

解析などに用いたりする．したがって，その用途によ

ってもモデルの表現方法が異なるので，何にでも使え

るようなプロダクトモデルは存在しない． 
 以上の事項を土木構造物にあてはめてみると，現在，

プロダクトモデルが形状モデルを主流に開発されてい

る 17)～22)のは，計画，設計，解析，CAD など幅広く使

用できることがその理由である．しかし，最も供用期

間が長い維持管理段階では補修履歴，補強履歴，点検

結果，変化する利用者の要求など形状以外の様々な情

報が存在する．補修，補強，点検結果などのデータを

どうするかは現在進行中のアセットマネジメントの仕

組みの中で議論されていくものと予想される．利用者

の要求性能を実現させるための合意形成で用いられる

感性データは土木構造物を製造またはリニューアルす

るための機能として定義データとしてとらえることで，

感性データはプロダクトモデルの機能情報として定義

できる．ここで，感性データとは，「技術者や学生，

主婦，発注者などの様々な関係者による複数の評価形

容詞とアンケート結果，評価対象の画像，因子分析結

果，数量化Ⅰ類によるスコアや偏相関係数などを整理

し，コンピュータ上で利用できるようにしたもの」を

いう．具体的には，文献 5)～7)より，女子学生，男子

学生，橋梁技術者を対象に実施したアンケート調査を

もとにして，20 のアイテム，60 のカテゴリにより数量

化理論Ⅰ類により分析した結果である．補修や補強を

行った後の変化した形状寸法などは従来型のプロダク

トモデルとして保存される．この感性プロダクトモデ

ルはリニューアルや形状変更などのライフサイクル期

間で発生する幾多の維持管理あるいはリニューアルの

中で使用する情報としても利用されるし，その応用範

囲は広い．このように，人々の要求性能は時代ととも

に変化し，多様化していくが，要求性能のプロダクト

モデルはまだ存在しない． 
 以上より，感性プロダクトモデルを「感性データを

用いて，利用者の要求性能を実現させるために合意形

成などで利用されるものであり，既存の形状を表現す

るプロダクトモデルと整合がとれるように配慮したモ

デル」と定義する． 
 用途としては，この感性プロダクトモデルは CAD
で形状を見ることができるようなことはなく，橋の基

本形状や感性プロフィール，数量化による分析結果，
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合意形成用のスコアなどを表示することに利用できる． 
 
４．感性プロダクトモデル 
 
（１）開発のコンセプトと実装 
 合意形成に利用できる感性プロダクトモデルの構築

にあたり，課題となるのは，元となる形状モデルを表

現するプロダクトモデルとして何を選定するか，合意

形成がうまくできるようなデータモデルの構成をどう

するかということである． 
 橋梁のプロダクトモデルとしては IFC-BRIDGE を参

考にして，新しいクラスなどを付加および実装してい

る例が多い 17)～22)．プロダクトモデルの実装に関して

は，ISO の STEP では，スキーマを EXPRESS 言語に

より定義し，物理ファイルは Part-21 ファイルを使用

することになっている．IFC も，基本的には STEP に
準拠しており，同ファイル形式を採用している．本研

究においても，これらの国際標準のフォーマットを踏

襲すべきと考えられるが，EXPRESS を処理するソフ

トウェアは一般に高価であり，また，自主開発するに

は相当な労力を要するといった問題がある 19)． 
 そこで近年，EXPRESS 言語や Part-21 ファイルに代

わるものとして，XML が注目されており，様々なプロ

ダクトモデルの表現に利用されている．XML は，開発

や処理がしやすく，無料で提供されており，インター

ネットでアクセス可能な言語であり，ブラウザや他の

一般的なアプリケーションに簡単に統合出来る．IAI
においても IFC およびその物理ファイル（Part-21）を

実装することを目標として策定された ifcXML により

実装を行っている．ifcXML のスキーマの記述には，

XML Schema が採用されており，XML Schema の持つ

高度なクラス拡張機能や，混合型モデリング，データ

型定義等の機能をそのまま使用することが可能である．

よって，EXPRESS 言語による複雑なデータ型定義や

クラス定義を確実に実装することが可能であると考え

られる 19)． 
 
（２）開発したクラスと属性 
 本研究では，構造物の合意形成用データを表現する

ため，感性というクラスを IfcObject クラスのサブクラ

スに Kansei クラスとして定義した（図－４）．この理

由は，Kansei クラスは形状データであるウェブやフラ

ンジなど部材を表現するクラスとは異なり，このよう

な形状以外の要素や属性を表現できるクラスが既存の

図－４ 開発したプロダクトモデルの全体図の一部
19) 

 

Kansei 

IFC 2x既存のクラス 

本論で追加したクラス 
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クラスにはないことによる．これで，桁などの部材を

表現するクラスと Kansei クラスとは，例えば，図－４

に示す IfcRelDefines などのクラスを利用することで関

連付けることができる． 
 Kansei クラスは，GlobalId，OwnerHistory，Name，
ObjectType 以 外 に 被 験 者 タ イ プ (subject of 
questionnaire)，1～43 の形容詞番号(Image)の要素から

なる．各 Image 要素の中に no，name の属性があり，

重相関係数(multiple correlation coefficient)要素と 1～43
のカテゴリスコア(score)要素がある．Score 要素の中に

は，形容詞番号 (id)，偏相関係数 (partial correlation 
coefficient)，レンジ(range)，カテゴリごとのスコア（例

えば，straight，curved など）の属性を定義する． 
 
５．データモデルの利用方法 
 
（１）合意形成での利用 
 図－５に作成した合意形成用のインスタンスファイ

ル（XML ファイル）の一部を示す．図－５より，本プ

ロダクトモデルのインスタンスは，タグの属性として

データを持つことから，DOM（Document Object Model）
24)によるプログラム処理が比較的容易であるといった

特徴が挙げられる．例えば，図－５において

score_Plan_view というタグ（要素）の中に uniform と

いう属性が 0,0486511 という値を持っているため，プ

ログラムで指定したデータの抽出を容易に行うことが

できる． 
 このプロダクトモデルの合意形成での適用例として，

リニューアル時の塗装塗り替えの色を決めることを考

える．この作成したインスタンスファイルから各被験

者が要求する塗装色を検討するためには，桁の色彩と

高欄の色彩における各カテゴリスコアを出力する必要

がある．そこで，XML パーサを用いてカテゴリスコア

を表示するプログラムを開発した．XML パーサとして，

プログラミングが容易な DOM を使用した． 
 出力されたカテゴリスコアの一例を図－６に示す．

ここでは，例として，“周辺に調和した”という形容詞

のみに着目して各被験者のカテゴリスコアを出力した．

本来，橋梁には計画・設計時に設定するデザインコン

セプトというものがあり，このデザインコンセプトは

一般的に複数の形容詞から成り立っていることが多い．

当然，“周辺に調和した”だけではなく，“美しい”，“自
然な”などの形容詞が含まれる．リニューアル時にはそ

のデザインコンセプトを継承するのが前提であるが，

架橋周辺環境が変化することや，利用者の感性が変化

することも 5～10 年の間では十分に考えられる．リニ

ューアル時には合意形成の前にデザインコンセプトの

再設定をするかどうかの判断がまず行われるべきと思

われる．デザインコンセプトに複数の形容詞が含まれ

る場合は，該当する形容詞のカテゴリスコアを合計し

て求めることも可能である． 
 感性プロダクトモデルを用いることで，図－６のよ

うに，被験者を変えてスコア合計を求めることは容易

にできる．合意形成での利用を考えた場合，各アイテ

ムでどのカテゴリに重点を置くべきかが重要になる． 
 図－６より，桁の色彩と高欄の色彩におけるカテゴ

リスコアがうまく出力できていることがわかる．被験

者を変えることで，被験者ごとの評価点の高いアイテ

ムを把握することができる．もちろん，合意形成に参

加する関係者は発注者あるいは学生以外の住民なども

存在するため，学生や技術者だけのカテゴリスコアで

は合意形成には不十分であるが，必要な被験者は適宜

- <IfcKansei id="kansei-11"> 
    <GlobalId>kansei-11_e.xml</GlobalId>  
  - <OwnerHistory> 
      <IfcOwnerHistory />  
    </OwnerHistory> 
    <Name />  
    <ObjectType>Quantification theory 1</ObjectType>  
  <subject_of_questionnaire>female 

students</subject_of_questionnaire>  
  - <Image no="1" name="feminine"> 

  <multiple_correlation_coefficient>0.8148387</multiple_c
orrelation_coefficient>  

  <score_Plan_view id="1" 
partial_correlation_coefficient="0.2204288" 
range="0.2085048" uniform="0.0486511" 
transform="-0.1598537" />  

  <score_Shape_of_main_girders id="2" 
partial_correlation_coefficient="0.2552737" 
range="0.2929493" straight="-0.0520799" 
curved="0.2408694" />  

  <score_Color_of_Girders id="3" 
partial_correlation_coefficient="0.568142" 
range="0.7137791" red="0.4422395" 
blue="-0.2715396" ivory="0.0517182" 
brown="0.0975226" gray="-0.2704755" 
green="-0.1224048" />  

  <score_Color_of_balustrades id="4" 
partial_correlation_coefficient="0.5860525" 
range="0.7316976" gray="-0.4379806" 
brown="-0.0076937" white="0.293717" 
green="0.1291134" />  

  <score_Shapes_of_substructures id="5" 
partial_correlation_coefficient="0.2562087" 
range="0.4831186" overhanging="-0.0357983" 
columnar="0.1386853" rectangle="0.0350545" 
inverted_trapeziod="-0.3444332" />  

  <score_Sectional_forms_of_substructures id="6" 
partial_correlation_coefficient="0.420478" 
range="0.4697511" circular="0.0906108" 
block-triangular="-0.3511973" oval="0.1185538" /> 

  <score_Number_of_piers id="7" 
partial_correlation_coefficient="0.4310511" 
range="0.600753" one="0.3319484" 
two="0.2395144" three="-0.0431835" 
four="0.1304728" over-five="-0.2688045" />  

  <score_Type_of_balustrades id="8" 
partial_correlation_coefficient="0.2375217" 
range="0.3074189" wall="0.2149339" 
longitudinal_sash="-0.092485" 
transversal_sash="-0.010423" />  

  <score_Drain_pipes id="9" 
partial_correlation_coefficient="0.0163359" 
range="0.0130752" exist="0.0078451" 
nil="-0.0052301" />  

 
図－５ インスタンスファイル（一部） 
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アンケートなりを追加してインスタンスに追加してい

けばよいと考える． 
 
（２）確認 
 この構築したデータモデルが妥当であることを確認

するためには，今後 IFC プロダクトモデルなどに付加

して形状モデルとの整合性を確認することが課題とな

る．感性プロダクトモデルは形状データのように CAD
などで描画して確認することや，CAD へのデータコン

バータなどで確認することができない．本研究で意図

しているのは，あくまで，合意形成時に利用できるデ

ータをプロダクトモデルとして定義し，合意形成がス

ムーズに進行するような関係者への代替案の提示や出

力が可能かどうかを確認することにある．感性アンケ

ートや橋梁諸元，数量化による分析結果が XML イン

スタンスファイルに単純にかつ迅速に作成できること，

その XML データを用いて，被験者毎のカテゴリスコ

アをうまく表示できることから，本研究で提案するプ

ロダクトモデルは研究や開発におけるプロトタイピン

グに向いていると考えられる． 
 感性プロダクトモデルの活用イメージとしては，前

述の合意形成でのデータ利用の他に，デザイン要素が

部分的に変化した場合に評価がどのように変わるかを

把握することにも利用できる．具体的には，排水管を

見えないように施した場合に各被験者で評価がどのよ

うに変わるかを検討したいケースなどである．この場

合は，排水管以外のアイテムカテゴリを固定し，排水

管のカテゴリだけを変更して評価の違いを把握するこ

とができる．この場合もカテゴリスコアなどをインス

タンスとしてモデル化してあるので直ぐに利用ができ

る． 
 
６．おわりに 
 
 本研究では，性能設計体系における景観の要求性能

を利用者の視点から考え，利用者の性能として定義す

るとき，共通の議論の基盤になるのが性能を記述した

プロダクトモデルであるとして，これまでの形状を表

現することに主眼をおいたプロダクトモデルを拡張し，

利用者の要求性能を付加することを試みた．その際，

今後世界標準を目指す IFC を拡張することにより開発

されたプロダクトモデルである IFC-BRIDGE に感性デ

ータを追記することとした．これにより，さらなるデ

ータの相互運用が可能になると予想される．そして，

維持管理フェーズでの塗装のリニューアル段階におい

て，構築した感性プロダクトデータを用いて合意形成

をはかるための出力例を提示した． 
 今後は，合意形成時に要求される機能や多様化する

感性を取り込んだ，さらなるプロダクトモデルの有効

利用を目指していく． 
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